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誰もが「ただいま」といえる家 児童養護施設退所者ならびに生活困窮にある若者の自立支援の居場所づくり

みんなの家みんかのお便り

新年あけましておめでとうございます。今年もみんかをよろしくおねがいします。

NO.2

土間部屋の奥に、心地よい 8 帖の和室ができました。天井と壁は薄
いオレンジの漆喰で仕上げ、飾り棚、窓側には腰を掛けることができ
る台（ベンチ）も作りました。住まいの一部として、ゲストルームとし
ても使えるみんかでは一番美しい空間です。新調した畳は、まだイグ
サの香りが残り、寝転がるだけでリラックスできます。
そして奥の建具でテラス側の和室に繋がっています。

夢ボードの扉を開くと、外からでは想像でき
ない壁や天井が板張りの土間空間が広がり
ます。ひと昔前の日本家屋には当たり前のよ
うにあった土間、土を感じることができるせ
いか、どこか心落ち着く気がすると訪れた皆
さんが言われます。みんなでお茶を飲んだり、
作業したりと、これからいろいろな使い方が
できるようになりました。

みんかのテラス横にある扉をあなたの夢を叶える「夢ボード」と
しました。みんかを訪れた人ならだれでも、自分の夢を書き込め
ます。夢は語れば叶うといいます。文字にすることで、人に伝わり、
同じ夢を描く人や応援してくれる人との出会いにつながります。年
齢は関係ありません。みんかを訪れた人、みんなが、自分の夢を
思い起こすきっかけになればと思っています。

薪ストーブのぬくもりは、訪れた人を癒して
くれるようです。焚火とはまた違った良さが
あり、みなさん、ついつい長居していかれ
ます。単なる暖房器具ではない、寒い冬だ
けの楽しみの一つになっています。

仮みんかの改修工事が終わりました！
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高木神社大祭
約 700 年続くお祭りです。賑やかというよりは、神事に近く、厳かに執り行われます。過疎化した地区では、ボランティアの皆さんの力も借りな
がら、しめ縄づくりなどの準備をしています。若者にもぜひ関わってほしい文化風習の一つです。
かんもどり
11 月 30 日の夜から火を焚き、出雲大社から戻られる氏神様をお迎えする風習です。12 月1 日午前 0 時まで、地域の皆さんとおしゃべりしなが
らお迎えします。毎年 0 時前後に、風がざわざわと吹き、「神様が戻られた。おかえりなさいませ」とお参りをします。
大晦日、元旦
大晦日の夜、地区の皆さんが、高木神社に集まり、火を焚きながら年越しをします。火を囲み、おしゃべりしながら新年を迎えます。カウントダ
ウンし、元旦の朝がくると、お互いに新年を祝うあいさつを交わし、お神酒をいただきます。
鬼火炊き
竹を組み上げ、高さ 5m ほどの竹の山ができます。1 月 8 日 午前 7 時に、着火すると勢いよく燃え上がり、パチパチ、ボンボンと威勢の良い音
が谷に響き渡ります。地域の皆さんが、正月飾りやお酒、おもちなどをもって集まり、火が落ち着くまで飲食しながら過ごします。

編集後記
未だ終息が見えないコロナ禍、なにかと生きづらさを感じる世の中になっています。10 年
前に初めて出会ったあの子たちはどこで、なにして頑張ってるだろうかと時々、思い起こし
ます。寒いこの時期、暖かく過ごしてくれてたら…そう思っています。
さて、今年はいよいよ「本みんか」の建設に取り掛かります。まずは完成した仮みんかに
お気軽にお越しいただければ幸いです。 ( 事前にご連絡をいただけますようお願いします。)

2021 年の活動について
みんかのプロジェクトが大きく動き出した2021年は、まず、一人でも受け入れる
ことができるよう、仮みんかの生活環境を整備した年でした。訪れる若者にとっ
て、居心地の良さや楽しさ、将来に向けて希望を持てるきっかけになる場を意
識して、工夫をしました。短期長期に関わらず、必要とする若者にとって、いつ
でも休息できる場、「ただいま」と言える家になれるよう、準備をしてきました。
みんかはいつでも開かれた家を目指しています。若者に限らず、いろいろな方が
訪れたり、宿泊していかれました。ご縁のあった皆様、ぜひ、お気軽にお立ち
寄りください。

2022 年の活動について
2024 年 3月の「本みんか」完成に向けて準備を進めています。現在は、新築
する家のコンセプトまとめ・間取りの設計を行っています。若者にとって安心で
きる家とはどんな家なのか、落ち着ける空間とはどんな空間なのか、簡単便利
に偏りすぎず、人の力になれる生活スキルが自然と身につく設備や工夫などなど、
様々な検討を行っています。
また、今年から災害から改良復旧された農地ができ始めます。高齢化により耕
作者が決まっていない土地もあります。みんかでも、一部の土地を預かり管理・
活用していけるよう準備をしています。

2022 年 予定
通年：みんか日帰り体験、宿泊体験、イベント企画
前半：設計・旧家解体・土地整備
後半：本みんか着工鬼火炊き

みんなの家　みんかの活動

昨年の秋から年末、年始にかけての高木地区の行事はみんかにも関わりのある大切な行事です。
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